
全員で 進もう！ 

１年生 生活科「みずで あそぼう」 年長児との交流編 

  １－３の小研で子どもたちがつくったおもちゃを使い、あおぞら幼稚園の年長児と交流を

行いました。びしょびしょ、どろどろになりながら、子どもたちは楽しそうにおもちゃを使って

夏を楽しんでいました。１年生と年長児の間でどのような交流があったのかみなさんと共

有いたします。 
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  最初は、各々で自分の作ったお

もちゃで遊ぶ姿が多く見られまし

た。「なんか楽しそう．．．」と年長さ

んが近くにきて見てはいるけど、ま

だ関わるようすはありませんでし

た。でも、１年生は少しずつ年長さ

んのことを気にしている感じです。 

  別々だった遊びが、少しずつ「これ

使ってみる？」「こうやって水を入れ

たらいいよ！」など、１年生から声を

かける姿が見られました。びしょびし

ょになればなるほど、一緒になって笑

顔で遊ぶようすが増えていきました。 

後半には、１年生が「このおもちゃは、こう

やったら下から水出るんやで！」「ここから

も水でんねんで！」など、自然とおもちゃに

ついて説明する姿が見られました。体験の

中で子どもたちが自然と表現するという討

議会でいただいた意見の通りの姿でした。 

最後はみんなでふりかえり。一年生も年長さんも

感じたことを短い言葉で表現しました。最後は、今

日の交流が楽しかったか、手を挙げて自分の思い

を表現しました。こうした子どもたちが「やりたい」

と思うゴールがあるからこそ、子どもたちは没頭し

ておもちゃを制作したんだと改めて感じました！ 


